
ダークマター懇談会2019

諸連絡＆趣旨説明

寄田浩平（早稲田大学）

2019年7月5日～6日

早大理工キャンパス



諸々の連絡事項



諸連絡：ポスター発表について

■ ポスターセッション自体の時間はとくに設けていません。
→ ブレイク中、昼食前後の時間で、常時開催とします。
★ ポスター発表者は自分のポスター付近にいてください。

■ 13本のポスター（会場後ろに常時掲示）

＋１当日飛び入り



諸連絡：本日の懇親会について
■日時: 19時30分開始
■場所: 土風炉＠高田馬場

→ セッション終了後(19:00)から
学生が逐次先導して向かいます。
各自で行って頂いてもOKです。
ここから徒歩15分です。
(明治通り→左折→早稲田通り)

参加費：スタッフ4000円、学生3000円
★未払いの方は受付でお支払いください。

土風炉（高田馬場駅前）
1階にMcDonald’sがあるビルの4階
入口がわかりにくいのでご注意を。



ダークマター懇談会の趣旨説明



“ダークマター懇談会”について
世話人：関谷洋之、森山茂栄、山下雅樹(以上ICRR)、

岸本康宏(東北大)、中竜大(東邦大)、伏見賢一(徳島大)
身内賢太朗(神戸大)、寄田浩平(早稲田大)

http://ppwww.phys.sci.kobe-u.ac.jp/~newage/darkon2017/index.html

■ 前回(1回目)開催＠神戸大学 in 2017

■ 今回：32大学・研究機関から113名の参加者

実験

理論

http://ppwww.phys.sci.kobe-u.ac.jp/~newage/darkon2017/index.html


“ダークマター懇談会”の趣旨
近年の様々な成果によって、これまで以上に重要性が増して
いる暗黒物質研究について、 理論研究、直接探索、間接探索、
加速器実験等、それぞれの分野の専門家が一同に結集し、
ざっくばらんな横断的議論を行うことを目的とします。
WIMP探索に加えて、今回は Axion物理についても焦点を当て、
将来戦略(10年～20年)について議論することを目的とします。
それぞれの講演者の方に、理論的背景や実験現状・戦略を示し
ていただき、発見に向けた 今後の戦略の可能性を探りたいと
考えております。

世界的動向や最新情報を共有し、
みんなで作戦を練って実行しよう！

研究会の形態： 講演は世話人からの依頼を基本とし、 単なる個別研究や技術的
な進捗報告ではなく、世話人からある程度お願いする内容（物理や戦略など）に
基づいた講演で構成されています。



懇談会プログラムと形式（1日目）
暗黒物質理論への質疑と議論

WIMP探索実験の将来(→懇親会→2日目に続く)



懇談会プログラムと形式（2日目）
AXION理論への質疑と議論

今回の主目的



将来に向けた議論・・に向けて・・

■ 講演者の皆様、時間厳守でお願いします

■ 議論セッションに向けての準備
具体的内容・議論の方向性は座長(世話人)が準備します。

プログラムが非常にタイトです。議論のための十分な時間
確保のため、宜しくお願いします。PC接続も事前に・・・

議題にあげて欲しいことがあれば、適宜、お近くの世話人まで！

◇ キーワードの列挙(抽象的な先出し)：
✔ WIMP：物理的価値(王道vsニッチ?)、SUSY有無、取こぼし信号?

BνF？、国際競争/国際協力、国内技術蓄積、開発要素 等々
✔ AXION：物理的価値(質量,QCD検証)、日本の国際競争力の強化、

協力と独自性、技術的限界と課題、新しい技術創出・蓄積、等々

共通：そもそもDM？ もし発見があったら？ 実験提案障壁は？
検出器の汎用性(他の探索感度)、、、等々盛りたくさん



活気のある研究会にしましょう！

by 世話人一同


